




































され，また~ Si= 1， Si> 0 (i = 1， 2)である。さらに，当該財の国内
i :I 
需要は










効用関数をU(・)で表わす。ここでU(・)> 0， U'(・)く Oである。事後の実
現利潤は，在庫を考えない限り， πi=ρiX-C (X) (i = 1， 2)で与えられ，し
たがって，生産者は期待効用








[確率SIであ1= (1 +t) Pl 
Pt={ 




















ム=J確率S1で:Pq1= (1 + t 1 )ρl 
. l確率S2で虫q2= (1 +t2)ρ2 
で与えられることになろう。ここで，比較を有意味にするため，関税割当下
の平均関税率は，先に定義された通常の関税下のそれ，t，に等しいと仮定












for Pq1 >ρ 







p jGω)dx=lflpsO l-(Pq -bql) 
for Pq1>ρ 




平均国内価格であり，仮定より ρt=ρq=( 1 +t) Pである。そうすると，

















3) EU'(π) (q-q) < 0は既に示されている。他方，EU"(π) (q-q) [q-C '(x)] =EU 
"(π)[q-C'(X)]2ー [q-C '(x)]EU" (π)[q-C'(x)]と変形可能である。なお，最適条
件'1
-.EU'(π) (q-q) 







U'(π) > U(π0) 
が成立し.これより
， 打"(押0)











dμiμ= 1 !1 l 
で与えられる。ただし

























S=S '+ (qーρ)[D(q) -xJ 
によって与えられることになる。ここで，右辺第二項は政府から消費者への
還元額を表わしており，また，当初 q~ (1 +t)tである。再び qをq'= q +μ 
(q-q) で置換え，期待消費者余剰 ESをμで、徴分し， μ=1とおけば
dES I . ，-~ / ， / dx I l 
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